
久野 今の子どもたちは、渡邊さんがおっしゃった「第3の居
場所」がなかなか見つけられなくて、苦しんでいる子が多い
ですよね。

伊藤さん　私が大学生のころ、日本で初めて雪山に行き
たいと思った時、たまたま「やってみないか」と声をかけても
らったんです。でも知識も装備もなくて、家にあったバスケッ
トシューズで参加しました（笑）。それでも、そのグループの人
たちは私を断らなかったんです。そこから火がつきました。失
敗するかもしれないけれど、まずはやってみよう、私たちがサ
ポートするよ――そんなふうに背中を押してくれる大人がい
た。私もそういう大人でありたいと思っています。だから今回、
渡邊さんに来ていただきました。まずはネパール、近いですか
らね（笑）。

山田　ベースキャンプまでのトレッキングは往復で何日かか
りますか。

渡邊さん　この前はゴールデンウィークの期間だけで行っ
たので、山頂へのアタックでなくベースキャンプまでなら1週
間です。もちろんヘリコプターもちょっと使いますけど。本当
は1週間でベースキャンプまで行くもの（通常は下から歩く
から）なんですけど、それが往復1週間で終わった人もいまし
た。しかもベースキャンプに3泊したので、「すごい」と思って。
50代の女性でしたけど、すごいなぁと思って。1週間でもでき
るんだって思いました。

山田　おぉ。

事業・今後の展開
久野　今後についてお聞かせください。
渡邊さん　私にとってネパールは大切な休息の場所なので、
これからも毎年何度かは行きたいと思っています。そのつい
でに、「一緒に行きたい人がいるなら案内できるかな」と思っ
て、気が向いた時に企画しているんです（笑）。ただ、参加して
くださる方が増えてきて、一人では少し手いっぱいになってき
ました。そこで近いうちに会社を立ち上げようと思っています。
でも、規模を大きくするつもりはありません。大きくなりすぎる
と、一人ひとりに目が届かなくなってしまうので、それが嫌なん
です。カトマンズで私のおすすめの店とか、私の知り合いのお
じさんの店とかを紹介して、お世話をしてもらって、そういう一
人一人個別の旅を作りたい。みんな疲れを癒すために来てい
るのに、同じことをしなきゃいけないのは嫌だと思うので。だか
ら、そのバランスを大切にしながらやっていきたいですね。

久野　本日は長時間にわたって本当にありがとうございました。

編集後談
渡邊さんはとても気さくな方で、私たちもリラックスし

た雰囲気の中でお話を伺うことができました。あっという
間に時間が過ぎたように感じます。
　「山には登りに行くというより、休息に行っている」「子
どもたちには『第3の居場所』が必要」といった言葉が特
に印象に残りました。また、ヒマラヤという場所が、より身
近なものとして感じられるようになりました。
今後のご活躍がますます楽しみです。

編集室より
　皆さん、「モンキースティック」をご存じですか。「ゴールデンシャワー」と言った方がよく知
られているかもしれません。シンガポールの街路樹によく見られる、黄色い花を付けるマメ科
の大きな木です。花が歩道に金色のシャワーのように降り注いでいるのを見かけることも多
いかと思いますが、花が咲いた後に、長さ30センチ以上もあるこげ茶色の細長い実がなりま
す。それはまるでドラムスティックのよう。もし猿が拾ったら、きっとドラムを叩きたくなることで
しょう。
　私はこの春、シンガポールに赴任して来ました。実は、1997年からの３年間もシンガポール
に赴任しています。今回は29年ぶり、まさかの2度目の来星に深いご縁を感じて参りました。
　当時のシンガポールはまだ、どことなくのんびりとした雰囲気のある街でした。最高裁判所
（今のナショナルギャラリー）も現役だったはずです。私は、そのあたりを涼しい時間に散歩す
るのが好きでした。
　そして、路上に落ちているモンキースティックを見つけたのです。「いったい何だろう？」つや
つやと立派に黒光りしていて、２本を叩けばコンコンと音がするほど固く、よく見ると、さやの中
には種が縦にずらっと並んでいるようです。あまりのおもしろさに、私は植え込みの中にまで踏
み込んで，夢中で拾い集めました。すると、掃除のおじさんが「何をしているんだ。」と不思議そ
うに尋ねてきたので、「部屋に飾りたいのです。拾ってもいいですか？」とドキドキしながら尋ね
返すと、笑って一緒に拾い集めてくれました。思えばあのおじさんも、ブロワーではなくほうき
を手にして、どこかのんびりとしていました。
　私は持ち帰ったモンキースティックを、それから長いこと花瓶に飾っていました。本帰国して
からは、黄色い花をつけた木を見かけると、モンキースティックとシンガポールのことを懐かし
く思い出したものです
　久しぶりのシンガポールは、その発展ぶりに驚かされるばかり。全くちがう国に来たかのよ
うです。でも、街路樹を見上げると、あの頃と変わらぬ美しい緑が、熱帯の日差しから私たちを
守ってくれています。
　今度はどんなシンガポールに出会えるのか、今からわくわくしています。
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